
北
区
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
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介
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携
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辰　

田　

美　

子

は
じ
め
に

　

私
は
平
成
26
年
度
よ
り
「
大
阪
府
在
宅
医
療
連
携
拠
点
支
援
事
業
」「
大

阪
府
在
宅
医
療
推
進
事
業
」
の
在
宅
医
療
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
経

て
、
平
成
28
年
８
月
よ
り
大
阪
市
高
齢
者
等
在
宅
医
療
介
護
連
携
に
関
す

る
相
談
支
援
事
業
の
受
託
を
受
け
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
三
年
間
の
歩
み
と
現
状
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

事
業
目
的　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
阪
市
の
「
高
齢
者
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
関
す
る
相
談
支
援
事
業
」

で
、
高
齢
者
等
が
医
療
と
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
切
れ
目
の
な
い
在
宅
医
療
と
介
護
の
提
供
体

制
の
構
築
が
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
、
地
域
の
医
療
・
介
護

関
係
者
な
ど
を
対
象
に

し
て
お
り
ま
す
。
（
図

１
参
照
）

 

事
業
実
施
内
容

本
事
業
は　

在
宅
医

療
・
介
護
の
連
携
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け

る
た
め
、
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し

た
相
談
支
援
室
を
設
置

し
医
療
及
び
介
護
の
関

係
機
関
と
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
、
連
携
の
調
整
、
情
報
提
供
等
の
支
援
を
お
こ
な
う
内
容
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
図
２
に
示
す
８
つ
の
事
業
項
目
の
大
阪
市
の
取
り
組
み

体
制
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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む
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シ
リ
ー
ズ
２

大
阪
市「
高
齢
者
等
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
に
関
す
る
相
談
支
援
事
業
」

図１



　

（
ア
）（
イ
）（
カ
）（
キ
）

４
項
目
は
区
の
行
政
と

協
力
し
て
実
践
し
て
い

ま
す
。
（
ウ
）（
エ
）（
オ
）

に
つ
い
て
は
高
齢
者
等

在
宅
医
療
・
介
護
連
携

相
談
支
援
事
業
と
し
て

地
区
医
師
会
等
に
委
託

さ
れ
、
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
相
談
支
援
室
が

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

北
区
の
高
齢
化
の
特
徴

　

高
齢
化
率
は
19
．
1

％
で
市
内
22
位
、
65
歳
～
74
歳
人
口
比
率
、
75
歳
以
上
人
口
比
率
と
も
21

位
、
65
歳
以
上
単
独
世
帯
率
９
．
７
％
、
66
歳
以
上
高
齢
者
の
い
る
夫
婦

の
み
世
帯
率
５
．
４
％
と
い
ず
れ
も
低
い
で
す
。
近
年
の
現
状
と
し
て
高

齢
化
の
進
展
度
合
い
は
各
区
で
異
な
り
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者
の
増
加
に

伴
い
全
身
疾
患
や
認
知
症
を
有
す
る
要
介
護
高
齢
者
が
増
加
し
今
後
、
医

療
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
在
宅
要
介
護
高
齢
者
が
増
加
す
る
た
め
、
在

宅
医
療
・
介
護
連
携
の
必
要
性
が
一
層
問
わ
れ
ま
す
。

北
区　

社
会
資
源
の
特
徴

　

地
域
の
資
源
は
図
３
～
５
に
示
す
と
お
り
で
す
。
北
区
の
強
み
は
、
①

本
会
が
平
成
24
年
度
か
ら
「
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
」
と
し
て
病
院
転

退
院
の
調
整
、
在
宅
医
療
円
滑
化
を
図
る
こ
と
に
取
り
組
み
、
在
宅
医
療

推
進
委
員
会
、
病
診
連
携
委
員
会
の
定
期
的
な
開
催
に
よ
り
病
院
、
診
療

所
間
の
連
携
が
保
持
さ
れ
て
い
る
。
②
「
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
会
議
を
通
じ
て
北
区
外
の
近
隣
病
院
と
情
報
共
有

が
出
来
て
い
る
。

　

③
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
北
区
医
師
会
在
宅
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
交
換
会
」
に
よ
り
、
行
政
・
病
院
・
診
療
所
・
訪
問
看
護
事
業
所
・
居

宅
支
援
事
業
所
等
、
多
職
種
の
連
携
の
基
盤
が
出
来
て
い
る
。
④
各
会
議

や
連
絡
会
を
通
し
て
顔
の
見
え
る
関
係
つ
く
り
や
「
ま
ち
と
も
サ
ー
ビ

ス
」
が
広
が
っ
て
き
て
お
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
必
要

な
市
民
・
近
隣
住
民
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
す
。　

　

弱
み
と
し
て
は
、
①
高
齢
単
身
者
が
多
い
。
②
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多

い
た
め
地
域
振
興
会
組
織
や
自
治
体
へ
の
参
入
・
加
入
率
が
低
下
し
て
お

り
孤
立
化
し
や
す
い
状
態
に
あ
る
。
③
ビ
ル
診
が
多
く
在
宅
診
療
を
さ
れ

て
い
る
診
療
所
が
総
診
療
所
数
の
約
20
％
と
少
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

 

８つの事業項目の⼤阪市の取り組み体制

（ア）地域の医療・介護の資源の把握
・地域の医療機関、介護事業所の機能等を情報
収集

・情報を整理し、リストやマップ等の必要な媒
体を選択して共有・活⽤

（イ）在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の
検討
・地域の医療・介護関係者等が参画する会議を
開催し、在宅医療・介護連携の現状把握・共
有し、課題を抽出、対応策を検討

（カ）医療・介護関係者の研修
・地域の医療・介護関係者がグループワーク等
を通じ、他職種連携の実際を習得

・介護職を対象とした医療関連の研修会を開催

（キ）地域住⺠への普及啓発
・地域住⺠を対象にしたシンポジウム等を開催
・パンフレット、区広報紙、HP等を活⽤した在
宅医療・介護連携に関する普及啓発

・在宅での看取りについての講習会の開催等

区役所を中⼼に事業実施

（ウ）切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の
構築推進
・地域の医療・介護関係者の協⼒を得て、在宅
医療・介護サービスの⼀体的な提供体制の構
築を推進

（エ）医療・介護関係者の情報共有の⽀援
・情報共有シート等の活⽤により、医療・介護
関係者の情報共有を⽀援

・在宅での看取り、急変時の情報共有にも活⽤

（オ）在宅医療・介護連携に関する相談⽀援
・医療・介護関係者の連携を⽀援するコーディ
ネーターを配置し、相談窓⼝の設置・運営に
より、連携の取組みを⽀援

（⾼齢者等在宅医療・介護連携相談⽀援事業として）
地区医師会等に委託

（ク）在宅医療・介護連携に関する関係市区町村の連携
・同⼀の⼆次医療圏内にある市区町村や隣接する市町村等が連携して、広域連携が必要な事項について
検討

健康局を中⼼に検討

連携

図２



北
区
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
相
談
支
援
室
（
通
称

‥

北
サ
ポ
）
の
活
動

１
．
概
要

　

平
成
28
年
度
は
北
サ
ポ
開
設
に
あ
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
や
相

談
シ
ー
ト
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
区
役
所
主
催
の
北
区
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
推
進
会
議
を
は
じ
め
各
連
絡
会
議
・
研
修
会
に
参
加
し
周
知
活

動
を
積
極
的
に
実
施
し
ま
し
た
。
診
療
所
と
病
院
の
連
携
強
化
を
図
る
た

め
に
、
「
北
区
在
宅
医
療
・
介
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
」
を
定
期
的
に

開
催
し
処
遇
困
難
事
例
の
検
討
会
や
意
見
交
換
も
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た

大
淀
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ブ
ラ
ン
チ
向
け
に
北
サ
ポ
の
取
り
組
み

で
地
域
包
括
と
の
連
携
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
相
互
理
解
と
協
働
を

深
め
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
（
図
６
参
照
）

　

平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
昨
年
度
の
活
動
を
継
続
し
つ
つ
、
地
域
医
療

資
源
の
把
握
と
周
知
、
後
方
支
援
機
能
の
運
用
ル
ー
ル
の
作
成
に
向
け
た

取
り
組
み
（
北
区
医
師
会
と
病
院
と
の
協
議
等
バ
ッ
ク
ベ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム

の
運
用
）
、
在
宅
医
療
に
取
り
組
む
医
師
に
よ
る
連
携
に
向
け
た
情
報
交

換
の
開
催
を
実
施
し
ま
し
た
。
（
図
９
・
10
参
照
）
更
に
、
地
域
ケ
ア
会

北区の社会資源(在宅医療介護関連）

・通所介護(デイサービス） → 27機関(大淀：１５機関）

・通所リハ(デイケア） → 6機関(大淀：２機関）

・特別養護老人ホーム → 6施設(大淀：３施設）

・介護老人保健施設 → 3施設(大淀：０）

・認知症高齢者グループホーム → 5施設(大淀：4施設）

（大阪市北区地域医療ハンドブック第27版著者改変）

北区の社会資源(在宅医療介護関連）

医療機関数（病院を含む） → 281医療機関 (7病院）

地域包括ケア病棟 → 1医療機関

地域医療後方支援病院 →  3病院

在宅支援診療所届出医療機関
在宅支援診療所２（強化型）→ 3 機関

在宅支援診療所３ →   27 機関

（近畿厚生局HPより 2018年11月1日現在）

北区医師会における在宅療養支援診療所および往診可能な診療所：41機関
（2018年６月２７日現在）

北区の社会資源(在宅医療介護関連）

・訪問歯科診療受入れ医療機関
→ 75 機関(大淀：30機関）

（大阪市北区地域医療ハンドブック第27版より）

・在宅医療患者訪問薬剤管理指導届出済薬局
→ 89 機関

（近畿厚生局HPより 2018年11月1日現在）

＊大淀9機関 (2018年 北サポ調査)

・訪問看護ステーション → 20機関(大淀：6機関）
（2018年ハートページより）

・ケアプランセンター → 50機関(大淀：14機関）
（2018年ハートページより）

図５

図３

図４



議
へ
の
参
加
や
北
区
薬
剤
師
会
の
生
涯
研
修
の
際
、
北
サ
ポ
の
取
り
組
み

と
薬
剤
師
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
の
講
演
で
、
よ
り
顔
の
見
え
る
関
係
と

な
り
多
職
種
間
の
情
報
収
集
・
情
報
共
有
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
１
月
に
は
北
野
病
院
で
も
大
阪
市
健
康
局
施
策
課　

健
康
課　

藤
井
広
美
氏
、
北
区
役
所
健
康
課　

真
田
理
恵
氏
と
北
サ
ポ
で
「
大
阪

市
・
北
区
に
お
け
る
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
推
進
」
に
つ
い
て
講
演
し

北
野
病
院
と
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
か
を
考
え
る
機
会
を
頂
き
活

発
な
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
（
図
７
参
照
）

　

平
成
30
年
度
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
医
療
・
介
護
の
連

携
強
化
、
医
療
機
能
分
化
・
連
携
推
進
、
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
の
構

築
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
行
岡
病
院
、
大
淀
医
師
会

か
ら
も
ご
依
頼
を
受
け
て
、
「
北
サ
ポ
の
取
り
組
み
と
連
携
に
つ
い
て
」

「
バ
ッ
ク
ベ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」
講
演
と
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
病

院
や
大
淀
医
師
会
の
実
情
を
把
握
し
バ
ッ
ク
ベ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
や
レ
ス
パ

イ
ト
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
構
築
す
る
た
め
の
課
題
が
み
え
て

き
ま
し
た
。
多
職
種
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
在
宅
医
療
勉
強
会

平成30年度（～12月）

・地域連携での課題の整理と対応策の検討・実践

・活動内容 ：バックベッドシステムの構築

：在宅医療考える会に情報提供と参画

：北サポ勉強会の実施(地域多職種スキルアップ）

：入退院支援の研修参加と北区での情報共有シート検討

：歯科医師会との連携強化

：北区リハビリテーション連絡会発足に参画

平成28年度（8月～）

・北区医師会で高齢者等在宅医療・介護連携に関する相談支援事業受託

・北サポ開設・周知活動

・活動内容 ：平成28年9月北区在宅医療・介護連携推進会議参画

：各連絡会会議・研修会に参加

：市民向けの在宅医療、介護のマップ作成参画

：相談業務の実践

：在宅医療、介護ネットワーク委員会実施 4回/年

：情報交換会（病診他職種） 1回/年

【活動状況】

バックベッドシステムとは…

一般社団法人 大阪市北区医師会・大淀医師会が、区内の在宅医療を推進すること
を目的として、区内の協力病院に在宅医療における

後方支援を依頼し、両者間で協定を取り交わす

この協定を北区医師会・大淀医師会バックベッドシステムと呼称する

＜特徴＞

窓口（在宅医療介護連携相談支援室）が在宅医療登録医（北区医師会：29

大淀医師会：６）より受けた相談内容を検討し、在宅医療登録医と相談の上、

協定先病院を決め、スムーズな入院が出来るようサポートする

【バックベッドシステム構築の経緯】

平成29年度

・地域資源の情報収集と整理

・活動内容 ：訪問看護ステーション定例カンファレンスの参加

：アンケート（CM・訪問看護）や聞き取り調査の実施と集計

：関係職種の会議を通して六師会と情報交換

：北区医師会ICT連携活用、MCS活用での多職種連携

：北区、大淀地域支援センターブランチとの連携

：北区オレンジチーム員会議、地域ケア会議参加

図８

図６

図９

図７



で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
北
サ
ポ
が
主
催
す
る
勉
強
会
を
３
回
シ
リ
ー
ズ

で
「
ケ
ア
に
活
か
そ
う
下
肢
病
変
が
わ
か
る
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
（
図
11
参
照
）
ま
た
、
区
民
向
け
講
演
会
・
健
康
セ
ミ
ナ
ー
の

中
で
『
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
た
い
」
を
お
手
伝
い
』
と
題

し
て
市
民
講
座
を
企
画
し
実
践
す
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。
11
月
に
は
３

年
間
の
ま
と
め
と
し
て
、
第
１
回
大
阪
市　

「
在
宅
医
療
介
護
連
携
相
談

支
援
室
」
活
動
報
告
会
で
生
活
支
援
と
し
て
「
バ
ッ
ク
ベ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
」
を
発
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
（
図
12
参
照
）
済
生
会
中
津

病
院
、
加
納
総
合
病
院
、
行
岡
病
院
と
締
結
し
１
月
よ
り
運
用
し
て
お
り

既
に
７
件
の
依
頼
で
５
件
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
４
病
院
の

特
性
を
生
か
し
た
協
定
書
で
バ
ッ
ク
ベ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
あ
る
い
は
レ
ス
パ

イ
ト
の
受
け
入
れ
が
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
（
図
８
参
照
）

２
．
在
宅
医
療
・
介
護
に
対
す
る
相
談
支
援　

　

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
様
の
「
在
宅
医
療
」
に
関
す
る
お
悩
み

の
解
決
を
支
援
し
ま
す
。
相
談
総
件
数
は
、
平
成
28
年
度
で
は
８
ヶ
月
間

在宅医療勉強会
（グループワーク）

2018年9月1日

北サポ勉強会
2018年7月11日・10月10日・12月19日

北区医師会
大淀医師会
在宅医療
登録医

北サポ
(北区在宅医療・介護連携相談室）

バックベッド
システム
協定病院

【相談の流れ】

1：情報提供 3：受入れ相談

４：受入れ承諾６：報告

２：バックベッドシステム
協定病院の選考

５：調整・連絡
ケアマネ、家族、訪問看護
など必要な連携先へ連絡

図11

図10

第1回大阪市「在宅医療介護連携相談支援室」

活動報告会 2018年11月10日

図12　二列目　中央



で
９
６
６
件
（
１
２
０
件
／
月
）
、
平
成
29
年
度(

12
ヶ
月
）
で
は
、

１
４
３
９
件
（
１
２
０
件
／
月
）
、
平
成
30
年
度(

12
月
ま
で)

で
は
、

１
４
０
０
件
（
１
５
５
件
／
月
）
に
上
り
ま
す
。
各
年
度
の
件
数
内
訳
が

図
13
～
15
の
と
お
り
で
す
。
主
な
相
談
内
容
を
挙
げ
ま
す
と
①
訪
問
診
療

医
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
紹
介
（
在
宅
療
養
中
の
方
に
皮
膚
科
、
眼
科
、
泌
尿

器
科
、
整
形
外
科
の
往
診
）
②
入
院
中
で
の
転
院
先
の
病
院
紹
介
③
退
院

に
際
し
て
在
宅
で
の
調
整
（
在
宅
で
の
看
取
り
）
④
診
療
報
酬
改
定
等
で

個
別
相
談
は
医
師
、
訪
問
看
護
、
地
域
連
携
相
談
室
、
介
護
支
援
専
門
員

が
多
く
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
今
ま
で
の
相
談
支
援
を
通
じ
て
見
え
て

き
た
こ
と
と
し
て
は
、
各
会
議
、
地
域
ケ
ア
会
議
や
研
修
に
参
加
し
て
、

相
談
の
対
応
を
す
る
こ
と
で
多
職
種
が
抱
え
て
い
る
現
状
を
把
握
し
、
本

音
を
聞
く
こ
と
が
で
き
意
見
交
換
や
情
報
共
有
を
行
う
こ
と
で
繋
が
り
が

で
き
患
者
様
の
サ
ポ
ー
ト
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
切
れ
目
の
な
い
在
宅
医
療
と
介
護
の
提
供
体
制

の
構
築
に
向
け
た
推
進
・
在
宅
医
療
・
介
護
関
係
者
の
情
報
共
有
の
支
援
・

関
係
機
関
等
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

【平成29年度 総数1439件】

医
科

歯
科

薬
局

・
薬
剤
師

地
域
連
携
相
談
室

訪
問
看
護

介
護
支
援
専
門
員

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
❘

左
記
以
外
の

介
護
関
係
事
業
所

支
援
チ
❘
ム

認
知
症
初
期
集
中

介
護
連
携
支
援
CO

他
区
在
宅
医
療

保
健
福
祉
セ
ン
タ
❘

区
役
所

区
民

市
役
所

・
法
人
内
等

そ
の
他

180

６ 9

202
185

95

145

48 50

115

163

108
133

医
療
関
係
者

訪
問
看
護

介
護
支
援
専
門
員

地
域
包
括
支
援

区
役
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
❘

そ
の
他

法
人
内
・
他
地
区
Ｃ
Ｏ

144

80 63 57 30

592

【平成28年度（8月～３月） 総数966件】

セ
ン
タ
❘

図14

図13

【平成30年度（４月～12月） 総数1400件】

医
科

歯
科

薬
局

・
薬
剤
師

地
域
連
携
相
談
室

訪
問
看
護

介
護
支
援
専
門
員

セ
ン
タ
❘

地
域
包
括
支
援

介
護
関
係
事
業
所

左
記
以
外
の

支
援
チ
❘
ム

認
知
症
初
期
集
中

介
護
連
携
支
援
CO

他
区
在
宅
医
療

保
健
福
祉
セ
ン
タ
❘

区
役
所

区
民

市
役
所

・
法
人
内
等

そ
の
他

240

18 25

149

218

191

123

26 32
56

85

113
124

図15



　

各
関
係
機
関
と
の
会
議
研
修
会
等
参
加
は
平
成
28
年
度
38
回
、
平
成
29

年
度
１
１
３
回
、
平
成
30
年
度
（
12
月
ま
で
）
１
１
３
回
で
す
。
会
議
は

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
会
議
を
は
じ
め
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
会
議
、
地
域
ケ
ア
会
議
、
北
区
自
立
支
援
協
議
会
、
北
区
認
知
症
高
齢

者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
、
北
区
オ
レ
ン
ジ
チ
ー
ム
員
会
議
、
多
職

種
事
業
所
連
絡
会
、
済
生
会
中
津
病
院
・
病
棟
看
護
師
と
居
宅
事
業
所
と

の
勉
強
会
等
に
出
席
し
多
職
種
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
で
情
報
共
有
の
場

で
も
あ
り
、
研
修
は
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
の
推
進
に
向
け
た

連
携
実
務
者
の
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

３
．
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
推
進
を
推
進
す
る
べ
く
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
切
れ
目
の
な
い
入
退
院
シ
ス
テ
ム
と
多
職
種

の
連
携
強
化
で
す
。
退
院
支
援
・
退
院
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
バ
ッ
ク
ベ

ッ
ド
シ
ス
テ
ム
を
含
む
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
往
診
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

の
連
携
を
深
め
る
こ
と
、
地
域
の
医
療
・
介
護
関
係
機
関
と
の
研
修
や
情

報
交
換
会
を
開
催
し
介
護
職
へ
の
研
修
協
力
、
行
政
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
Ａ

Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）
の
市
民
啓
発
を
多
職
種
協
働
し
実
施
す
る
こ
と
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に

　

医
療
と
介
護
の
ニ
ー
ズ
を
併
せ
も
つ
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
て
い
く
た

め
に
は
在
宅
医
療
が
不
可
欠
で
す
。

　

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
ど
こ
に
暮
ら
し

て
い
て
も
必
要
な
医
療
が
確
実
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の
最
適
な
組
み
合
わ
せ
と
医
療
と
介
護
の
連
携
で
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
昨
年
４
月
よ
り

藤
本
妙
子
さ
ん
（
看
護
師
）
も
加
わ
り
協
力
し
な
が
ら
事
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
平
成
31
年
度
も
本
事
業
を
公
募
し
受
託
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
も
在
宅
医
療
・
介
護
の
連
携
を
す
す
め
る
べ
く
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
本
事
業

の
主
旨
に
関
し
て
ご
理

解
を
賜
り
ご
支
援
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
医
療
・
介

護
の
相
談
ご
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
北

サ
ポ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
（
図
16
参
照
）

藤本 妙子
です

辰田 美子
です

よろしくお願い致します

図16



「
平
成
30
年
度
大
阪
府

　
　
在
宅
医
療
移
行
支
援
事
業

（
在
宅
医
療
普
及
促
進
事
業
）」

在
宅
医
療
担
当
理
事　

米　

田　
　
　

円

【
は
じ
め
に
】

　

本
会
が
在
宅
医
療
推
進
を
目
的
に
、
平
成
24
年
度
よ
り
大
阪
府
か
ら
の

委
託
事
業
と
し
て
取
組
ん
で
き
た
事
業
は
、
「
大
阪
府
転
退
院
調
整
・
在

宅
医
療
円
滑
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
、
「
大
阪
府
在
宅
医
療
連
携
拠
点
支

援
事
業
」
、
「
大
阪
府
在
宅
医
療
推
進
事
業
」
で
し
た
。
平
成
30
年
度
よ
り

在
宅
医
療
推
進
事
業
は
医
療
保
険
か
ら
介
護
保
険
を
財
源
と
す
る
地
域
支

援
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
事
業
実
施
の
主
体
は
市
区
町
村
に
移
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
阪
府
と
し
て
は
今
後
、
基
礎
機
能
と
な
る

日
常
の
療
養
支
援
を
中
心
に
事
業
展
開
し
、
近
年
は
地
域
偏
在
等
の
課
題

に
対
応
し
た
体
制
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
を
主
眼
に
お
い
て
い
ま
す
。
そ

し
て
最
終
的
に
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ
と
目
標
を
定
め
て

い
ま
す
。
こ
の
流
れ
の
中
、
大
阪
府
が
在
宅
医
療
に
携
わ
る
医
療
従
事
者

等
の
理
解
促
進
を
目
的
と
し
て
、
平
成
30
年
度
よ
り
府
医
や
府
内
郡
市
区

医
師
会
を
対
象
に
補
助
事
業
と
し
て
開
始
し
た
事
業
が
こ
の
「
平
成
30
年

度
大
阪
府
在
宅
医
療
移
行
支
援
事
業
（
在
宅
医
療
普
及
促
進
事
業
）
」
で

あ
り
ま
す
。

【
事
業
実
施
目
的
】

　

患
者
・
家
族
が
医
療
従
事
者
か
ら
適
切
な
情
報
提
供
（
説
明
）
を
受
け
、

在
宅
医
療
の
選
択
肢
を
知
り
、
意
思
決
定
で
き
る
状
態
を
目
指
す
。

【
事
業
実
施
内
容
】

　

在
宅
医
療
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
等
を
対
象
に
、
在
宅
医
療
の
理
解
促

進
研
修
を
行
な
う
。

【
事
業
実
施
ま
で
の
経
過
】

　

本
会
で
は
、
先
述
し
た
在
宅
医
療
推
進
事
業
の
一
環
で
、
こ
れ
ま
で

「
在
宅
医
療
勉
強
会
」
を
年
２
回
の
ペ
ー
ス
で
、
計
６
回
実
施
し
て
お
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
在
宅
医
療
協
力
医
の
新
規
参
入
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
医

療
従
事
者
同
士
の
連
携
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
行
う

方
針
で
し
た
。
平
成
30
年
度
に
実
施
予
定
の
勉
強
会
に
つ
い
て
は
、
こ
の

大
阪
府
在
宅
医
療
普
及
促
進
事
業
の
一
環
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
、

第
20
回
在
宅
医
療
を
考
え
る
会
（
６
月
23
日
開
催
）
に
て
、
第
７
回
目
お

よ
び
８
回
目
の
在
宅
医
療
勉
強
会
の
テ
ー
マ
に
つ
き
検
討
し
ま
し
た
。
第

７
回
目
は
９
月
１
日
（
土
）
と
し
、
北
区
外
か
ら
講
師
兼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
し
て
頂
く
先
生
を
招
聘
し
た
う
え
で
、
在
宅
医
療
を
行
な
っ
て
い
る
診

療
所
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
や
訪
問
点
滴
指
示
に
関
す
る



問
題
点
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
討
論
を
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
勉
強
会
で
出
た
結
果
を
参
考
に
、
北
区
内
で

共
通
し
た
点
滴
指
示
・
同
意
書
の
雛
型
を
作
成
す
る
方
向
と
し
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
の
決
定
に
は
、
過
去
の
在
宅
医
療
推
進
事
業
の
一
連
で
実
施

し
た
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
お
い
て
訪

問
点
滴
に
お
け
る
連
携
が
問
題
点
と
し
て
挙
が
っ
て
い
た
と
い
う
背
景
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
第
８
回
目
は
平
成
31
年
２
月
に
、
テ
ー
マ
を
「
オ
ピ

オ
イ
ド
の
使
用
方
法
に
つ
い
て(
仮
称)

」
と
し
た
講
演
に
よ
る
座
学
型
研

修
を
開
催
す
る
予
定
と
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
第
59
回
理
事
会
（
６
月

30
日
開
催
）
に
て
本
事
業
受
諾
申
請
に
関
す
る
承
認
を
経
て
、
本
格
的
な

準
備
作
業
に
入
り
ま
し
た
。

　

第
７
回
在
宅
医
療
勉
強
会
に
招
聘
す
る
講
師
は
、
東
淀
川
区
医
師
会
副

会
長　

辻　

正
純
先
生
（
辻
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
大
阪
府
医
師
会　

介

護
・
高
齢
福
祉
委
員
会
委
員
）
に
決
定
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

打
ち
合
わ
せ
と
し
て
２
回
、
山
尾
診
療
所　

山
尾
一
磨
先
生
、
北
区
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
相
談
支
援
室　

辰
田
美
子
氏
、
藤
本
妙
子
氏
の
両
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
事
務
局　

松
江
美
保
子
氏
に
ご
参
集
頂
き
、
参
加
対
象

者
選
定
、
企
画
書
作
成
、
必
要
備
品
や
配
布
資
料
の
確
認
、
タ
イ
ム
テ
ー

ブ
ル
作
成
等
の
作
業
を
し
ま
し
た
。
参
加
対
象
は
医
師
、
訪
問
看
護
師
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
Ｃ
Ｍ
）
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
配
布
資
料
は
、
「
訪

問
看
護
指
示
書
」
、
山
尾
診
療
所
で
既
に
利
用
さ
れ
て
い
る
点
滴
物
品
の

払
出
・
返
却
を
管
理
す
る
た
め
の
「
在
宅
患
者
点
滴
用
指
示
書
」
、
地
域

医
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
静
脈
注
射
、
点
滴
静
脈
注
射

取
扱
い
同
意
書
」
、
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
（
点
滴
に
関
す
る
部
分
）
」
、
本
勉
強
会
に
対
す
る
「
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
」

と
し
、
配
布
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
き
検
討
し
ま
し
た
。
第
21
回
在
宅
医
療

を
考
え
る
会
（
８
月
４
日
開
催
）
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
確
認
作
業
を
し
、

本
会
執
行
部
の
最
終
確
認
を
経
て
、
第
７
回
在
宅
医
療
勉
強
会
を
開
催
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
極
力
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
討
論
す
る
要
点
を
、
「
点
滴
に
関
す
る
物
品
調
達
、
物
品
管
理

に
お
け
る
課
題
」
、
「
点
滴
指
示
（
書
）
、
療
養
者
本
人
・
家
族
へ
の
点
滴

に
関
す
る
『
説
明
と
同
意
』
に
お
け
る
課
題
」
、
「
点
滴
自
体
に
関
す
る
問

題
・
ト
ラ
ブ
ル
（
安
全
性
、
漏
れ
、
抜
針
な
ど
）
」
と
し
、
参
加
者
に
は

事
前
に
そ
の
旨
の
案
内
状
を
送
付
し
ま
し
た
。

【
事
業
実
施
状
況
】

　

平
成
30
年
９
月
１
日
（
土
）
、
本
会
５
階
中
島
谷
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

「
在
宅
点
滴
療
法
に
お
け
る
問
題
点
と
そ
の
解
決
方
法
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
第
７
回
在
宅
医
療
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
数
は
Ａ
～

Ｅ
の
５
グ
ル
ー
プ
、
各
グ
ル
ー
プ
に
医
師
２
～
３
名
、
看
護
師
２
～
３

名
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
１
名
の
計
５
～
６
名
を
配
置
し
ま
し
た
。
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
役
は
辰
田
氏
、
藤
本
氏
の
両
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
会
の
冒
頭
で
、
田
淵
義
勝
会
長
、
辻　

正
純
先
生
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
引
き
続
き
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー



プ
内
で
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
お
よ
び
司
会
・
書
記
・
発
表
者
な
ど
の
役
割

決
め
の
後
、
予
め
参
加
者
に
案
内
を
し
て
い
た｢

物
品
調
達
・
管
理｣

、 

｢

点
滴
指
示｣
、｢

説
明
と
同
意｣

の
３
項
目
に
つ
き
、
前
半
は
課
題
抽
出
作

業
、
後
半
は
出
た
課
題
に
対
す
る
対
策
の
検
討
作
業
と
し
て
、
各
々
の
グ

ル
ー
プ
内
で
討
論
や
意
見
交
換
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
発
表
頂
く
と
い

う
形
式
で
進
行
し
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
と
も
活
発
に
討
論
が
あ
る
と
と

も
に
多
種
多
様
な
意
見
が
で
ま
し
た
（
写
真
１
、
２
）
。
そ
の
後
、
辻
正
純

先
生
か
ら
総
評
頂
き
、｢

東
淀
川
区
医
師
会
に
お
け
る
在
宅
医
療
の
取
組

み｣

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
28
名
（
医
師
12
名
、
看

護
師
８
名
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
６
名
、
北
区
在
宅
医
療
介
護
連
携
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
名
）
で
し
た
。

【
事
業
実
施
後
の
経
過
】

　

第
７
回
在
宅
医
療
勉
強
会
終
了
後
、
ま
と
め
作
業
に
入
り
、
物
品
の
管

理
と
廃
棄
の
確
認
、
点
滴
の
際
の
医
療
者
側
と
利
用
者
側
へ
の
安
全
対

策
、
利
用
者
本
人
・
家
族
へ
の
コ
ス
ト
を
含
む
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ

ン
ト
な
ど
、
訪
問
点
滴
に
お
け
る
多
種
多
様
の
問
題
点
と
対
策
の
一
覧
表

を
作
成
し
ま
し
た
（
表
１
参
照
）
。
こ
の
表
か
ら
考
え
て
本
勉
強
会
の
開

催
は
、
こ
れ
ま
で
曖
昧
で
あ
っ
た
課
題
を
抽
出
し
、
患
者
・
家
族
へ
の
配

慮
は
勿
論
、
医
療
連
携
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
し
、
そ
れ
ら
を
医
療
者
間

で
共
有
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
勉
強
会
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
参
加
者
の
ほ

ぼ
全
員
が
こ
の
様
な
勉
強
会
の
継
続
を
希
望
さ
れ
、
本
勉
強
会
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
北
区
で
の
統
一
し
た
ル
ー
ル
作
り
に
賛
同
す
る
と
す
る
意
見

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
Ｃ
Ｍ
か
ら
大
き
な
反
響
が
あ
り
、
有
意
義
で
、

良
い
勉
強
に
な
っ
た
と
の
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
（
表
２
参
照
）
。
今

回
、
Ｃ
Ｍ
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
在
宅
医
療
を

推
進
す
る
う
え
で
介
護
と
の
連
携
が
不
可
欠
に
な
る
と
い
う
将
来
の
方
向

性
を
考
え
て
も
時
宜
を
得
た
取
組
み
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
の
経
過
と
し
て
は
、
山
尾
先
生
に
ご
作
成
頂
い
た
原
案
を
基

に
、
辰
田
氏
、
藤
本
氏
の
両
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
点
滴
指
示
書
の
雛
型

作
成
作
業
を
し
ま
し
た
。
11
月
10
日
の
第
22
回
在
宅
医
療
を
考
え
る
会
に

て
、
先
述
の
ま
と
め
作
業
に
よ
り
作
成
し
た
一
覧
表
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
の
報
告
と
と
も
に
参
加
者
か
ら
意
見
聴
取
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の

写真２

写真１



表１　



第7回在宅医療アンケート集計
H30.9.3

参加人数　　　　　　　　　　26（ＣＯ　2名除く） 回収 21

医師 7 看護師 5 ケアマネ 6 記名無し 3

意見無し 5 意見無し 2 意見無し 1 意見無し 1

意見無し 3 意見無し 1 意見無し 3 意見無し 1

意見無し 1 意見無し 1 意見無し 2 意見無し 3

（４）次回はどのような内容の勉強会を希
望されますか

・多職種からみるＡＣＰの反
省・成功談について

・ターミナル医療について多職
種間の意見交換、グリーフケ
アについて

3

（2）本日の勉強会で不足してた事や、もう
少し聞いてみたいことなどありいましたら、
ご記入ください。

・ケアマネジャーなので本日の
課題には役に立たないかなと
思っていましたが、医師、看護
師の方たちのお話を聞いて視
点の違いが有り大変勉強にな
りました。

・多職種間の連携

・定期的な勉強会などを通して
意見交換や知識の共有ができ
ること

・意見交換、ディスカッションの機

・医師、看護師など医療従事
者とケアマネやヘルパーなど
介護従事者の交流が図れるよ
うな勉強会

・今のままドクターの参加が多
くなればなるほど、ドクターの
考えや顔見せてコミュニケー
ションなどが取れて嬉しいで
す。
・今回のようなグループワーク
で話し合える場を作って情報
交換していきたい。

・在宅チーム、倫理委員会の
設立

（３）今後在宅医療を実施していく上で医師
会にどのような事を望まれますか

（1）在宅医療推進のためにはこのような勉
強会は継続して行われるべきと考えます
か

・情報提供と行政への働きかけ

・それぞれの団体で意見を聞
きつくせなかった

・点滴の内容、種類による手技
の違い

・時間が足りないと思うくらい、
濃い話し合いが出来た。ありが
とうございました。

・点滴に関する北区ルールが
決定したら、是非教えて頂きた
いと思います。そして浸透願い
ます。

・針刺し事故の件で相互医療セ
ンターにそのような部署がある
という事を知り、先生が持って
おられるその様な情報を教えて
頂きたいと思いました

・看取りに関する勉強会を希望
します。これから益々ニーズも
高まり、件数も増えると容易に
想像できますが、看取りは人生
の締めくくり、十人十色です。
色々なケースを通して各専門
職から深めればと考えます

・緩和ケア

・病院参加の勉強会

・ケースカンファレンスなどあれ
ば(問題となった事例や困った
症例の提示と解決方法）

・グループワークは日々の困っ
ている事を具体的に話し合える
のでまた行ってほしい

・ターミナルの在宅看取り

・認知症をどう支えるか

・褥瘡の対応、在宅医と訪問
看護師

・ＡＣＰについて

・末期がんの在宅患者が増え
ていますので、そのターミナル
ケアについての勉強会があれ
ばうれしいです。

・ケアマネが医師と気軽に話
せる会を希望します。ケアマネ
も区内に従事している大半の
方を対象にしたいです。

・認知症に対する先生方の対
応や治療などの考えを聞く事
のできる会があれば嬉しいで
す。

・看取り時の実際に流れ(死亡
診断書の書き方を含め、在宅
での看取りの経験がないので）

・認知症・独居の高齢者への医
療について(意思決定、多職種
連携、ケアの実施、災害時の
対応など）

・有意義な時間でした。ありが
とうございます。

・今日で十分です。更に進め
て、表にまとめていただけると
助かります。

・今回の内容では、時間が少
なく感じました。これを活かして
統一できるものがあればよい
と思う。

・在宅医療で困難な点滴は実
施されている実情に驚きまし
た。いい勉強になりました。

・各職種の本音、本音から改
善につながっていくと考えま
す。
・点滴以外のでの指示書につ
いても勉強してみたいです。

・医師会の先生方が、訪問看
護ＳＴに望まれるご意見を聞き
たいです。

・医師は外来診療と往診などで
多忙にされておられ、直接お話
しをするどころか、電話でさえ
困難でＦＡＸで連絡をといわれ
ると一方通行になってしまいま
す。在宅医は在宅医療の要で
す。もっと連携できる機会があ
ればと思います。

・退院カンファレンス時にかか
りつけ医の参加をお願いした
い

・在宅に関わる多職種の交流

・雛形とマニュアル作成

はい 7 はい はいはい5 6

表２



意
見
を
踏
ま
え
、
今
後
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、
訪
問
点
滴
に
つ

い
て
の
北
区
内
で
統
一
し
た
指
示
・
同
意
書
を
作
成
す
る
方
針
で
す
。
ま

た
こ
の
会
議
の
な
か
で
、
第
８
回
在
宅
医
療
勉
強
会
に
つ
い
て
は
、
平
成

31
年
２
月
２
日
（
土
）
14
時
か
ら
、
場
所
は
本
会
会
館　

５
階　

中
島
谷

ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
テ
ー
マ
は
「
オ
ピ
オ
イ
ド
の
取
扱
い
に

つ
い
て
」
、
講
師
は
大
阪
国
際
が
ん
セ
ン
タ
ー　

緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長　

飯
島
正
平
先
生
に
決
定
さ
れ
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
末
に
は
、
府
に
対
し
、
必
要
書
類
と
も
に
こ
れ
ら
の
事
業

実
績
報
告
書
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

【
最
後
に
】

　

こ
の
た
び
の
第
７
回
在
宅
医
療
勉
強
会
準
備
の
た
め
に
多
大
な
る
ご
尽

力
を
頂
き
ま
し
た
山
尾
一
磨
先
生
を
は
じ
め
、
辰
田
美
子
氏
と
藤
本
妙
子

氏
の
両
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
本
会
執
行
部
の
先
生
方
、
在
宅
医
療
を
考

え
る
会
委
員
の
方
、
そ
し
て
準
備
の
た
め
に
奔
走
頂
い
た
事
務
局
の
松
江

美
保
子
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
こ
の
勉
強
会
開
催
に
あ
た
り
、

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
ご
購
入
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
も
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。


